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非定常流現象の表面圧力面計測として，高速応答型 PSP が研究されている．非定常現象に適用する為の

PSP の圧力応答性は，周波数応答性により評価する必要がある．しかしながら現在，PSP の圧力応答性は，

加圧のステップ現象における反応の遅れ時間を時間応答性として評価している．これは，ノイズに対して PSP

の発光が十分に変化する為に，10kPa 近い圧力変化が必要となる事に起因する．この事から，PSP の周波数

応答性評価には，10kHz 以上の周波数を持ち，且つ圧力変化が 10kPa 近く変動する圧力発生機構が必要に

なる．そこで我々は，以上の 2 点の条件を克服する圧力発生装置として，ジェット噴流を用いたハルトマンオシ

レータに着目した． 

本研究は，ハルトマンオシレータを PSP の周波数応答性評価に使用する圧力発生機構として用い，ハルトマン

オシレータを用いた PSP の周波数応答性評価を目的とする． 
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